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日本統治下の多彩な文筆活動

　
台
南
は
台
湾
南
端
、
北
回
帰
線
以

南
の
熱
帯
地
域
に
属
し
、
初
夏
に
は

鳳
凰
木
が
一
面
緋
色

ひ
い
ろ

に
咲
き
誇
る
。

著
者
は
台
南
の
大
学
で
１
９
９
９
年

か
ら
２
年
間
、
講
師
を
務
め
た
。「
任

期
を
終
え
、
茫
然

ぼ
う
ぜ
ん

と
し
た
気
持
ち
で

帰
国
」し
た
が
、そ
こ
で
た
ま
さ
か
、

自
分
の
先
駆
者
を
発
見
す
る
。
ア
ラ

ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
の
ア
ラ
ビ
ア
語
原

典
か
ら
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
前
嶋
信

次
。

歳
の
春
、

年
に
第
一
中
学

校
に
赴
任
し
た
前
嶋
は
、
台
南
の
地

で
８
年
の
雌
伏
期
を
過
ご
し
た
。

　
本
書
は
台
南
を
舞
台
に
、
日
本
統

治
下
の
華
麗
島
（
台
湾
）
に
新
た
な

照
明
を
与
え
る
。主
要
な
登
場
人
物

は
、前
嶋
の
私
淑
し
た
佐
藤
春
夫
、

『
陳
夫
人
』
で
大
東
亜
文
学
賞
を
得

た
庄
司
総
一
、
戦
前
の
台
湾
日
本
語

文
壇
を
牽
引

け
ん
い
ん

し
た
西
川
満
、
民
俗
考

古
学
を
台
南
で
唱
道
し
た
國
分
直

一
、
最
後
に
登
場
す
る
新
垣
宏
一
の

周
辺
に
は
台
南
出
身
の
友
人
た
ち
。

「
金
儲も

う

け
の
神
様
」
邱
永
漢
も
新
垣

と
は
莫
逆

ば
く
ぎ
ゃ
く

の
友
。

　
戦
前
期
の
台
南
は
総
督
府
の
置
か

れ
た
台
北
と
は
装
い
を
異
に
し
た
。

年
の
台
北
市
で
は
日
本
人
人
口
が

㌫
に
迫
る
が
、
台
南
州
で
は
僅
か

３
㌫
ほ
ど
。
台
南
地
域
に
は
現
地
社

会
が
な
お
濃
厚
に
残
っ
て
い
た
。

　
本
書
は「
台
湾
文
学
」で
は
な
く
、

「
台
南
文
学
」
と
銘
う
つ
。
「
外
地

文
学
」
「
植
民
地
文
学
」「
台
湾
日
本

語
文
学
」と
切
り
口
も
交
錯
す
る
が
、

台
南
在
住
の
日
本
人
職
業
作
家
に
は

庄
司
あ
る
の
み
。通
称「
台
南
学
派
」

を
成
す
当
時
少
壮
の
学
者
や
文
人
の

多
彩
な
文
筆
活
動
が
現
地
調
査
か
ら

発
掘
さ
れ
、入
念
に
復
元
さ
れ
る
。

　
佐
藤
の「
女
誡
扇

じ
ょ
か
い
せ
ん

綺
譚

き
だ
ん

」が
怪
異
小

説
の
結
構
の
下
で
、
人
身
売
買
の
悲

劇
に
開
眼
す
る
旅
行
者
を
描
い
た
な

ら
、
庄
司
の「
陳
夫
人
」は
、
内
地
で

高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
た
本
島
人

秀
才
と
結
婚
し
た
日
本
人
妻
。
彼
女

の
視
点
を
借
り
て
、
台
南
社
会
や
習

俗
の
深
層
に
迫
っ
た
。
前
嶋
の
台
南

行
脚
は
荷
風
の「
日
和
下
駄
」の
南
洋

版
。
「
媽
祖

ま

そ

祭
」
の
描
写
に
は
柳
田

國
男
の
「
清
光
館
哀
史
」
に
通
じ
る

情
感
が
漂
う
。
鄭
成
功
の
末
裔

ま
つ
え
い

が
夢

幻
能
の
シ
テ
を
演
ず
る
趣
向
の
西
川

の
小
説
「
赤
嵌

せ
き
か
ん

記
」
。
そ
こ
に
著
者

は
谷
崎
潤
一
郎
の
「
蘆
刈

あ
し
か
り

」
「
吉
野

葛く
ず

」
の
影
を
認
め
る
。
黒
陶
遺
跡
を

発
掘
し
た
國
分
は
平
埔

へ
い
ほ

族
の「
壺
神
」

に
考
古
と
民
俗
の
接
点
を
探
る
。

　
高
雄
生
ま
れ
の
新
垣
に
著
者
は
日

本
統
治
期
台
南
文
学
の
最
終
走
者
を

見
る
。
島
田
謹
二
の
薫
陶
を
受
け
た

新
垣
だ
が
、
皇
民
化
政
策
の
矛
盾
も

高
女
教
師
の
眼
は
逃
さ
な
い
。
総
督

府
情
報
課
か
ら
の
委
託
作
品「
船
渠

せ
ん
き
ょ

」

は
、
海
軍
将
校
か
ら
内
容
不
穏
当
と

て
注
意
さ
れ
た
と
か
。
著
名
な
政
治

家
と
な
る
こ
の
将
校
が
誰
な
の
か

は
、本
書
を
繙ひ

も
と

く
読
者
の
お
愉た

の

し
み
。

　
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
原
産
の
鳳
凰
木
は

台
南
市
街
に
移
植
さ
れ
た
。
そ
の
開

花
か
ら
落
花
へ
の
移
ろ
い
に
、
著
者

は
統
治
期
台
南
日
本
語
文
学
の
消
長

と
変
遷
と
の
月
日
を
託
し
て
い
る
。
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